
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【株取引で損失が出た場合には】 

株取引で利益が出たら税金がかかります。では損失を出したらどうなるのでしょうか？株取引を特定口座の

「源泉徴収あり」で行っていれば、同じ証券会社内で生じた利益と損失は自動的に税額が計算されます。しか 

し証券会社が異なる場合は、確定申告をしないと損益通算をすることができませ 

ん。また株の損失は「３年間繰り越す」ことができます。つまり翌年以降に株で利 

益を出したときは、相殺することができるのです。ただし株の損失を繰り越すため 

には、多くの会社員のように確定申告を必要としない人の場合でも、確定申告が必 

要となります。「確定申告なんて面倒だな」と思われるかもしれませんが、申告を 

して繰り越しをしておかなければ、株の損失はその年でバッサリ切り捨てられてし

まいます。ちょっと面倒かもしれませんが、その後、損失を取り返したときに「あのときちゃんとしておけば

よかった・・・」と後悔しないためにも、確定申告はきちんとしておいたほうがいいですね。 

今月のキーワード：【resort】 
夏休みは観光地やリゾート気分を味わえる施設な

どへ行けるとうれしいですね。「○○リゾート」な

ど「行楽地・保養地」という意味ですっかり日本

語としてなじんでいる“resort”は、他に「（困っ

たときの）頼みの綱」という意味もあります。そ

のため“last resort”は「最後の行楽地」ではなく

「最後の手段」という意味になります。“Japanese 

police are allowed to use guns only as a last 

resort.”は「日本の警察では最終手段としてのみ

拳銃の使用が許可されている」という意味です。 

９月１日は「だじゃれの日」。「だじゃれは世界を

救う」を合言葉に、だじゃれを活用して世の中に

笑顔と希望を広げることを目指す「日本だじゃれ

活用協会」が制定しました。ところでなぜこの日

が記念日に？協会によれば「ク（９）リエーティ

ブかつイ（１）ンパクト」があるだじゃれは、人

と人とのコミュニケーションをより豊かなものに

してくれるから。さらに、だじゃれが秘める無限

の「吸（９）引（１）力」を生かし、生活に彩り

と潤いをもたらすことで世の中に「救（９）い（１）」

を届けたいとの願いも込められているのだとか！

協会のホームページには、クスッと笑えるだじゃ

れがいっぱいです。不思議と元気が湧いてくるよ

うで、だじゃれ効果を実感できること請け合いで

す。今年の「だじゃれの日」にはイベントも企画

されているようで、だじゃれで「笑いたい」「癒さ

れたい」「脳トレしたい」という方は、公式サイト

やＳＮＳをチェックしてみてはいかがでしょう。 

長期間の保管でしおれてしまった葉物野菜は、

お湯に浸すとシャキッとします。お湯によって

葉物野菜の気孔という小さな穴が開き、水分を

吸収してみずみずしい食感が復活します。 

５０度くらいのお湯に１～２分浸せば、水溶性

ビタミンの流出も抑えられます。 

戦後 79 年。時代は昭和から平成、そして令和へと移り変わり、戦争を経験した人も、惨禍（さんか）を語り

継ぐ人も減っています。戦後生まれが８割を占め、戦争が「記憶」から「歴史」へと形を変えていく中で、私

たちは次世代に何を伝え残していけるだろうか。平和の尊さに思いをはせながら明るい未来を願う８月です。 
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今月の商売のヒント：【逆境で結果を出せる人】 

 

商売をしていれば、厳しい環境や予期せぬ困難にしばしば直面します。しかし逆境の乗り越え方で、その後の

成り行きは大きく変わります。いわゆる成功者と呼ばれる人に共通しているのは、決してネガティブな状態に

とどまらないというマインドセット。彼らは自分のマインドをコントロールし、精神的な圧力を乗り越え、ポ

ジティブな視点を持つ方法を知っています。 

 

そのひとつは、流れが悪い状況で勝負しないこと。どんなに頑張っても評価されない、認められないという状

況はあります。そこでもがいても事態は好転するどころか、ますます泥沼になってしまうこともあります。非

常に悔しい状況ではありますが、ここで大事なのは「今は流れが悪い」とはっきり認識することです。流れが

悪いときに「勝ちたい」「評価されたい」と努力をしても、状況は容易に変わりません。そんなときは「今は

勝負するときではない」と割り切り、周囲の評価を気にせず、日々の仕事に集中することが賢明です。あれこ

れ動きすぎないほうが、かえってよい流れをつくっていくこともあります。無駄な労力を消費せず、淡々と自

分の能力を高め、次の来るべきときに備えることに力を注ぐ。逆境の中で静かに力を蓄えておけば、ここぞと

いう好機ですぐ行動に移せるでしょう。 

 

そしてもうひとつ「気にしない」という鈍感力も逆境に強くなるマインドセットとして 

覚えておきましょう。困難な状況は永遠に続くわけではありません。どんなときも 

ネガティブになり過ぎず、うまくいかないと感じたら「まぁいいか。こんなときも 

あるさ」と声に出して深呼吸でもしてみましょう。きっと大丈夫です。 

【スタッフブログ】 

インドネシアのフローレス島で、これまでに世界で見つかった中で最小の人類の化石をが発見されたそうです。

約 70万年前の「フローレス原人」とみられる骨で、身長はその大人の上腕骨の一部から、約 100 センチと推定

されています。島に渡った原人が、何らかの原因で劇的に小さく進化したと考えられるということです。 

今回の発見で、どのような過程で小さく進化したのかなど、より詳しく解明されるということなので、今後の発

表にも注目したいものです。 


